
公 開 講 座 を 終 え て

「 管 理 栄 養 士 養 成 施 設 」 設 置 記 念 公 開 講 座

～ こ れ か ら の 食 環 境 を 考 え る ～

環境人間学部の食環境栄養課程設置を記念し

て、「管理栄養士養成施設」設置記念公開講座

「これからの食を考える」をテーマに、７月11

日から６回（実際は、隔週土曜日に行い、１日

２講義としたので、計 12 講義）にわたり新在

家キャンパスにて公開講座が開かれました。新

設校舎の講義室の定員（一学年35名＋編入生）

を考慮して、当初、受講申し込み人数を 40 名

としていましたが、その数をはるかに超え、最

終的には 66 名の方が受講されました。そのた

め会場を新館の教室から従来の講義室に変更

することになりました。ただし、新館の見学等

は予定通り行い、一部の実習も新館で実施しま

した。受講者はすべて県内からですが、遠くは

豊岡や神戸から、また、近くからは、新在家本

町や北・西新在家からも来られました。高齢層

の受講者が多いようでしたが、最高齢の 78 歳

の方から 21 歳の若い方まで、幅広い年齢層の

方々が来られました。最終日の閉講式では、６

回のうち４回以上出席された 56 名に終了証書

が手渡されました。

講師陣も、本課程設置に伴い赴任された教員

を含めて、総勢 12 名の教員が講義にあたりま

した。特に新任の教員の意気込みと熱心さは、

受講者からも喜ばれたようです。

受講者のアンケートには「新築の校舎や実習

室が見学できてよかった」、「特に実習等は楽し

かった」、「食生活や日常生活について見直すこ

とができた」といったご意見が多く聞かれ、開

かれた大学としての役割を多少なりとも果た

すことができたのではないかと考えます。また、

「食に関する最新情報がもっと聞きたかった」、

「食育に関わる話題をもっと聞きたかった」、

「専門的すぎる講義もあった」などのコメント

やご意見も伺い、今後さらに、よりよい公開講

座と情報提供を目指して地域貢献に役立てた

いと考えています。

講義題目と講師名

7/11
食環境物質と脳～頭に良いもの・悪
いもの～

江藤 正義

子どもを取り巻く食生活の現状と食
育

坂本 薫

7/25 日本人の肥満と糖尿病
坂上 元祥

ダイエットの科学～どうすれば健康
的にやせられるのか～

永井 成美

8/8 ビタミンの歴史から最新の研究まで
榎原 周平

サプリとトクホで健康食生活
渡邉 敏明

8/22
脂肪栄養と健康－ω3/ω6を中心に
－

平松 直子

「大豆で元気」
吉村 美紀

9/5
注目されるミネラル～骨粗鬆症予防
のために～

伊藤美紀子

食による疾病予防の可能性～活性酸
素との関係～

加藤 陽二

9/19 でんぷんの糊化・老化
新田 陽子

食品と微生物～口は災いのもと～
北元 憲利

実習を含めた講義が和やかな雰囲気の中で行われた
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以下の内容で講義をしました

①①食環境物質と脳食環境物質と脳～～頭に良いもの・悪いもの頭に良いもの・悪いもの～～ 江藤 正義
食べ物を取り巻く環境には様々な物質(食環境物質)が存在します。一方、現代社会には、
キレル子供、中高年者の鬱病、高齢者の認知症などの頭に関連する解決困難な問題がありま
す。他方、食環境物質と頭の働きには深い関係があることが次第に解明されつつあります。
本講義では、脳の構造と機能及び脳内物質と食品成分との関係を解説し、いかにしたら頭脳
明晰に心安らかに生きられるかを皆さんとともに考えました。

②②子どもを取り巻く食生活の現状と食育子どもを取り巻く食生活の現状と食育 坂本 薫
食が崩れてきていると言われて久しいですが、生きていくために欠かすことのできない食
について，子どもたちを取り巻く現在の食環境を踏まえながら、食生活の現状を見ていきま
した。その上で、食べることの意味や意義についての考えを深めるとともに、これからの食
生活のあり方について考察し、子どもたちに必要な食育とは何かについて考えました。

①日本人の肥満と糖尿病 坂上 元祥
戦後わが国の生活習慣の欧米化に伴い、カロリーや脂肪の摂取が増加しました。一方、自
動車や家庭電器製品の普及とともに、消費エネルギーは減少しています。このため肥満人口
が増加し、肥満に関連する疾患も増えています。この講演では日本人の肥満と糖尿病につい
て環境要因（食事や運動など）だけでなく、日本人が祖先から受け継いできた遺伝的要因か
らも解説しました。

②ダイエットの科学～どうすれば健康的にやせられるのか～ 永井 成美
巷に溢れるダイエット情報には、「短期間で」「楽に」「驚くほど」やせるという効果を
謳ったものが多い。しかし、体の大切な組織を減らすことなく体脂肪を減らすためには、エ
ネルギーの「入」を抑えて「出」を多くする生活スタイルを一定期間続ける必要があります。
本講座では、人が太るメカニズムを科学的に理解することにより、ダイエット情報の真否を
見分ける目を養うとともに、体脂肪を減らすための食事や食べ方について学びました。

①ビタミンの歴史から最新の研究まで 榎原 周平
ビタミン欠乏症と考えられる記述は紀元前からあります。大航海時代においては、多くの
船員たちがビタミン欠乏症に悩まされ、この原因の解明に多大なる時間と努力を要しました。
近年、ビタミンがこれまで知られていなかった様々な生理機能を有することが報告されてい
ます。本講座ではこれら最新の研究についても紹介しました。

②サプリとトクホで健康食生活 渡邊 敏明
食と健康とは密接な関係がある。わが国では，近年栄養素の欠乏症を見ることはほとんど
なくなった。しかし，最近サプリメントが手軽に入手できるようになり，過剰摂取による健
康への影響が懸念されている。サプリメントを利用する場合には，自らの食生活や栄養状態
を正しく把握すると共に，サプリメントについて正しい知識を持ち，正しく判断できること
が大切である。本講演では，サプリとトクホの有効な利用について説明しました。

７月11日

７月25日

８月８日



①脂肪栄養と健康－ω3/ω6を中心に－ 平松 直子
脂肪の栄養は量と共に質も重要で、日々の食生活の中で様々な種類の脂肪酸をバランスよ
く摂ることが大切です。今回は、ω3およびω6系多価不飽和脂肪酸と健康との関連に的を絞
ります。日本人や外国人を対象とした脂肪栄養に関する食事調査結果や、日・米・豪の脂質
の食事摂取基準の違いなどについて食文化的視点から考察し、より良い食生活のあり方につ
いて考えました。

②「大豆で元気」 吉村 美紀
大豆は、豆腐、納豆、味噌、醤油など日本型食生活に不可欠な食品です。最近は伝統食品
としてだけでなく、健康食の代表として世界的な注目を集めています。大豆の加工品と栄養
成分、機能成分と主な効果についてお話しました。また、大豆を使った簡単な実習を行いま
した。

①注目されるミネラル～骨粗鬆症予防のために～ 伊藤 美紀子
骨粗鬆症は、骨に鬆(す)が入ったように骨の構造が変化して骨が弱くなり、骨折しやすく
なる病気です。骨は有機成分のタンパク質と、カルシウム・リンなどのミネラルから出来て
おり、骨粗鬆症の予防にはミネラルのバランスが重要です。現代の食生活は昔に比べカルシ
ウムが不足気味であるのに対し、リンは過剰摂取の傾向にあるため、骨粗鬆症の危険リスク
が高まっています。本講ではミネラルのバランスに注目し骨粗鬆症の予防について解説しま
した。

②食による疾病予防の可能性～活性酸素との関係～ 加藤 陽二
生活習慣病など疾病の発症や進展に活性酸素が関与していることが知られています。植物
に由来する食品には疾病を予防する機能性成分が豊富に含まれています。例えば機能性成分
には植物フラボノイドがあり、酸化を防ぐ能力があります。沢山フラボノイドを摂取する人
は心筋梗塞や脳梗塞になりにくいとされています。本講座では活性酸素がどのように疾病に
関わっているのか、そして食による疾病予防の可能性について紹介しました。

①でんぷんの糊化・老化 新田 陽子
とろみ付け、ソース、たれ、ゼリー、団子などで馴染み深い澱粉について、その食品加工
の際に利用される性質の一つである、糊化・老化について述べました。また糊化・老化の過
程で作られる、澱粉ゲルについても説明しました。澱粉ゲルの作られ方、澱粉ゲルの硬さの
評価法などの説明をした上で、澱粉の幅広い用途、今後の可能性を述べました。

②食品と微生物～口は災いのもと～ 北元 憲利
１日80～100名の人が食中毒に罹っています。なぜ食中毒は起こるのでしょうか。日常生活
において、衛生観念に対する油断や認識不足が私たちにあるのではないでしょうか。ここで
は、ノロウイルスなどによって起こる食中毒の発生状況を知り、ちょっとした注意だけで防ぐこ
とが可能な食中毒についてどのようにすれば防ぐことができるのか考えました。

９月19日

９月５日

８月22日


